
 
 
 

 
 
 

 

⽇本薬学会中国四国⽀部 
２０２１年度 総会 

 
議 事 資 料 

 
 
【協議事項】 
１．2020 年度⽇本薬学会中国四国⽀部事業報告（資料１） 
２．2020 年度⽇本薬学会中国四国⽀部収⽀決算監査報告（資料２） 
３．2021 年度⽇本薬学会役員ならびに中国四国⽀部役員（資料３） 
４．2021 年度⽇本薬学会中国四国⽀部事業計画（資料４） 
５．2022 年度⽇本薬学会中国四国⽀部役員の選出（資料５） 
６．2022 年度⽇本薬学会中国四国⽀部事業計画（資料６） 
７．2022 年度⽇本薬学会中国四国⽀部収⽀予算書（資料７） 
８．2022 年度⽇本薬学会･・⽇本薬剤師会･⽇本病院薬剤師会中国四国⽀部学術⼤会 

開催（広島）について（資料８） 
 
【報告事項】 
１． 2021 年度⽀部功労賞・奨励賞の選考結果について（資料 9） 
  



 
 
 

 
 
 

2021 年度 ⽇本薬学会中国四国⽀部役員ならびに⽇本病院薬剤師会中国四国ブロック， 
⽇本薬剤師会中国四国ブロック代表者（敬称略） 

区 分 ⽒ 名 所 属 

⼤学幹事 

佐野 茂樹 （徳島⼤学⼤学院医⻭薬学研究部） ⽀部⻑  
宇根 瑞穂 （広島国際⼤学薬学部） 副⽀部⻑ 
瀧⼝ 益史 （広島国際⼤学薬学部） ⽀部監事 
吉⽥ 昌裕 （徳島⽂理⼤学薬学部） ⽀部監事 
柏⽥ 良樹 （徳島⼤学⼤学院医⻭薬学研究部） 庶務担当幹事 
⽥中 直伸 （徳島⼤学⼤学院医⻭薬学研究部） 会計担当幹事 
⼩野 敦 （岡⼭⼤学⼤学院医⻭薬学総合研究科） 
丹⽻ 俊朗 （就実⼤学薬学部） 
藤野 裕道 （徳島⼤学⼤学院医⻭薬学研究部） 
⼭⽥ 健⼀ （徳島⼤学⼤学院医⻭薬学研究部） 
葛原 隆 （徳島⽂理⼤学薬学部） 
藤島 利江 （徳島⽂理⼤学⾹川薬学部） 
古武 弥⼀郎 （広島⼤学⼤学院医系科学研究科） 
福⼭ 亮 （広島国際⼤学薬学部） 
⽥村 豊 （福⼭⼤学薬学部） 
⽟井 栄治 （松⼭⼤学薬学部） 
稲垣 昌宣 （安⽥⼥⼦⼤学薬学部） 

病薬幹事 

直良 浩司 （島根県病院薬剤師会） 
浅川 隆重 （愛媛県病院薬剤師会）第 60 回⽀部学術⼤会⼤会⻑ 
松尾 裕彰 （広島県病院薬剤師会） 
宮村 充彦 （⾼知県病院薬剤師会） 

県薬幹事 

陶⼭ 千歳 （島根県薬剤師会） 
古川 清 （愛媛県薬剤師会） 
豊⾒ 雅⽂ （広島県薬剤師会） 
⻄森 康夫 （⾼知県薬剤師会） 

企業幹事 

⾼橋 永 （⼤塚製薬株式会社） 
⼭岡 ⼀平 （株式会社⼤塚製薬⼯場） 
中村 ⽂彦 （⼤鵬薬品⼯業株式会社） 
猪尾 勝幸 （帝國製薬株式会社） 
⽊納 康博 （富⽥製薬株式会社） 
⽊下 智彦 （湧永製薬株式会社） 
岩﨑 ⼤剛 （丸善製薬株式会社） 

理事 ⼤塚 英昭 （安⽥⼥⼦⼤学薬学部） 

県病薬 
会⻑ 

森 英樹 （岡⼭⾚⼗字病院薬剤部） 
⽯澤 啓介 （徳島⼤学病院薬剤部） 
島⽥ 美樹 （⿃取⼤学医学部附属病院薬剤部） 
⼩坂 信⼆ （⾹川⼤学医学部附属病院薬剤部） 

県薬会⻑ 

伊達 元英 （岡⼭県薬剤師会） 
⽔⼝ 和⽣ （徳島県薬剤師会） 
原 利⼀郎 （⿃取県薬剤師会） 
久間 ⼀徳 （⾹川県薬剤師会） 
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資料 1 
 

協議事項 

〈2020年度⽇本薬学会中国四国⽀部事業報告〉 
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２０２０年度 中国四国⽀部事業報告及び関連⾏事 
（２０２０年 2 ⽉〜２０２１年 1 ⽉まで） 

 

⽀部活動 
（1）⽀部総会等の開催 

２０２０年度⽀部総会 ⽀部学術⼤会開催期間中に WEB 開催 
第 5９回⽀部学術⼤会 WEB 閲覧期間 2020 年 12 ⽉ 7 ⽇（⽉） 

 〜2021 年 1 ⽉ 6 ⽇（⽔） 
         主催 ⽇本薬学会中国四国⽀部 徳島⽂理⼤学薬学部担当 

 ⽇本薬剤師会中国四国ブロック 島根県県薬剤師会担当 
 ⽇本病院薬剤師会中国四国ブロック 島根県病院薬剤師会担当 
⾼校⽣オープン学会 WEB 閲覧期間 2020 年 12 ⽉ 7 ⽇（⽉） 

〜2021 年 1 ⽉ 6 ⽇（⽔） 
第 143 回⽀部例会 ２０２１年１⽉２３⽇（⼟）（徳島⽂理⼤学薬学部担当） 

 
（2）事業 

外国⼈特別講演会    随時（申請⼤学等） 
市⺠公開講座       
⽀部共催・協賛・後援  随時（申請⼤学等） 

 
（3）会議等の開催 

⽀部役員会（第 1 回） メール会議にて実施 
 〔2020 年 6 ⽉ 10 ⽇（⽔）〜6 ⽉ 13 ⽇（⼟）〕⽀部各賞選考等 
⽀部役員会（第 2 回） メール会議にて実施 
 〔2020 年 11 ⽉ 9 ⽇（⽉）〜11 ⽉ 14 ⽇（⼟）〕 
⽀部役員会（第 3 回） メール会議にて実施 
 〔2021 年 1 ⽉ 20 ⽇（⽔）〜1 ⽉ 23 ⽇（⼟）〕 
新旧役員引継 2021 年 1 ⽉ 29 ⽇（⾦）（徳島⽂理⼤学） 
会計業務の監査  
 

（4）奨励表彰 
中国四国⽀部功労賞 １件（原則 2 名） 
中国四国⽀部奨励賞 ５件（5 件以内） 若⼿研究者（⽀部⼤会にて表彰） 

  （3 ⽉募集，4 ⽉締切，6 ⽉審査，11 ⽉授賞式） 
中国四国⽀部学⽣発表奨励賞 各⼤学から 4 名以内 

  （7 ⽉案内・募集 1 ⽉締切，1 ⽉決定，各⼤学にて表彰）  
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２０２０年度中国四国⽀部事業及び関連⾏事 

 
⽀部特別講演会（主催︓⽇本薬学会中国四国⽀部、世話⼈︓⽇本薬学会会員） 
開催実績なし 

 
 
協 賛 
 協賛実績なし 
 
 
その他  
（１）⾼校⽣オープン学会 

 会期︓WEB 閲覧期間 2020 年 12 ⽉ 7 ⽇（⽉）〜2021 年 1 ⽉ 6 ⽇（⽔） 
 場 所︓WEB 開催 
 世話⼈︓四宮 ⼀昭，⽵原 正也（徳島⽂理⼤学薬学部） 
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２０２０年度 ⽇本薬学会中国四国⽀部功労賞・奨励賞 受賞者⼀覧（敬称略） 

（２０２０年 6 ⽉ 1５⽇決定） 

 

１．功労賞（応募︓１件） 
整理番号 候補者氏名 生年月日 現職 最終学歴および学位 推薦者 

K-1 芳地 ⼀ S30.3.9 
徳島⽂理⼤学 

⾹川薬学部・教授 

徳島⼤学⼤学院 

博⼠課程修了 

医学博⼠ 

⼆宮昌樹 

安⻄英明 

 
２．奨励賞（応募︓５件（⼤学︓4 件，病院︓1 件）） 

整理番号 候補者⽒名 ⽣年⽉⽇ 現職 最終学歴および学位 推薦者 

SU-1 ⼩島慧⼀ S63.8.11 

岡⼭⼤学⼤学院 

医⻭薬学総合研究科 

（薬学系）・助教 

京都⼤学⼤学院理学研

究科博⼠後期課程修了 

博⼠（理学） 

須藤雄気 

SU-2 福⽥達也 S63.10.25 

徳島⼤学⼤学院 

医⻭薬学研究部 

（薬学域）・助教 

静岡県⽴⼤学⼤学院 

薬学研究院 

博⼠課程修了 

博⼠(薬学) 

⼩暮健太朗 

SU-3 ⻄⼭卓志 S62.8.1 
福⼭⼤学薬学部・ 

助教 

福⼭⼤学⼤学院 

薬学研究科 

博⼠課程修了 

博⼠(薬学) 

町⽀⾂成 

SU-4 安藤英紀 S61.12.20 

徳島⼤学⼤学院 

医⻭薬学研究部・ 

特任助教 

静岡県⽴⼤学 

⼤学院薬学研究科 

博⼠課程修了 

博⼠(薬学) 

⽯⽥⻯弘 

SH-1 ⽯原慎之 S52.8.20 
島根⼤学医学部附属病

院薬剤部・薬剤主任 

広島⼤学⼤学院 

医⻭薬保健学研究科 博

⼠課程修了 

博⼠(薬学) 

直良浩司 
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2020 年度中国四国⽀部学⽣発表奨励賞 
 

所属 ⽒名 研究題⽬ 学年 

岡⼭⼤学 岡⻄ 勇介 Hamigeran B の全合成研究 B4 

 ⼩橋川 共夢 ホウ素中性⼦補⾜療法のための新規ホウ素製剤としてのBPA-フェニルアラ
ニンの合成と評価 

M2 

就実⼤学 岡 夏未 3 種類以上の薬剤服⽤時の薬物間相互作⽤に関する後⽅視的検討 〜岡⼭県
児島地区の保険薬局における多施設共同研究〜 

B6 

徳島⼤学 武井 みのり 機械学習による遺伝情報を⽤いた抗がん剤投与の味覚障害発現予測モデル
の構築 

B6 

 ⼭﨑 航太 スルホニルアルキニルスルホンアミドの触媒的不⻫環化転移反応の開発 M1 
 城 裕⼰ CLN6変異による抗凝集体活性の喪失とCLN6 病発症の関係 M2 

徳島⽂理⼤学 髙⽥ 美沙 ⾦触媒を⽤いたプロパルギルアゼチジンの開環反応によるα,β-不飽和ケト
ンの合成 

B6 

 ⼤橋 拓⼈ ⾻格筋初期分化段階における亜鉛トランスポーターZIP13 の役割解明︓iPS
細胞を適⽤した検討 

D1 

徳島⽂理⼤学⾹川 森 凌 異なるpH下でのグアニン酸化損傷化合物の⽣成量の違い B5 

 ⻄⼭ 陽菜 新規グアニン酸化損傷に対する Fpg の反応性 B5 

 多和⽥ 真聖 精神神経作⽤を持つ薬物投与でのマウスの脳の可塑的変化の解析 B5 

 ⻑尾 聡⼀郎 抗不安・睡眠薬重複処⽅の実態－複数医療機関での処⽅ B6 

広島⼤学 ⼩丸  彩菜 乳腺上⽪細胞におけるニコチン輸送機構の解明 B4 
 普久原 梨紗 メトトレキサート誘発性上⽪間葉転換における ITGA2 の関与 B4 
 波多野 由理 ⽇本⼈統合失調症患者のクロザピン投与開始期における薬物動態の検討 B6 

 武村 昌俊 アルツハイマー病新規治療戦略に向けたα7ニコチン性アセチルコリン受容
体とシグマ１受容体相互作⽤メカニズムの解明 

B6 

広島国際⼤学 ⾦⾼ 匠 TAGE (Toxic-AGEs) による⾎管透過性亢進に対するRasGRP2 の影響 B5 

福⼭⼤学 ⼤⽯ 亜美 RORα核内受容体の活性化による 24S-ヒドロキシコレステロールの代謝誘導
系の解析 

B5 

 濱島 崇寛 CLDND1細胞接着分⼦のエンハンサー領域に作⽤する転写因⼦の同定 B5 

 町⽀ 七瀬 新規pyrrolo[2,3-c]carbazole⾻格構築法の開発研究及びdictyodendrin 類の
全合成研究 

B5 

 ⽊原 右⼈ 熱電⼦環状反応を⽤いた新規pyrano[3,2-a]carbazole⾻格合成法の開発研究 B5 

松⼭⼤学 三浦 由佳 ヒシノミの確認試験に関する検討 B5 

 ⼤政 俊樹 低タンパク質栄養障害に誘導されるフレイル様モデルマウスに対する河内
晩柑果⽪の作⽤ 

B6 

 武智  望 腎機能低下時における直接経⼝抗凝固薬(DOAC)の安全性に関する検討 B6 

安⽥⼥⼦⼤学 ⼤⽥ 美沙貴 4,4-⼆置換ジヒドロピリミジン 5-エステルおよび 5-カルボン酸の合成と 
HL-60 に対する増殖抑制効果 

B6 

 ⼤呑 真緒 ハイゴケ（Hypnum plumaeforme）の成分研究 B6 
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資料２ 
 

協議事項 

〈2020 年度⽇本薬学会中国四国⽀部収⽀決算監査報告〉 
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資料３ 
 

協議事項 

〈2021 年度⽇本薬学会役員ならびに中国四国⽀部役員〉  
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役職 氏名 所属

会頭 佐々木茂貴
長崎国際大学薬学部薬学科
ゲノム標的創薬学分野

石井伊都子 千葉大学医学部附属病院薬剤部

岩渕　好治 東北大学大学院薬学研究科

森　　裕二 名城大学薬学部

常任理事 吉松賢太郎 公益社団法人日本薬学会

赤井　周司 大阪大学大学院薬学研究科

新井　洋由 医薬品医療機器総合機構

石橋　正己 千葉大学大学院薬学研究院

伊藤　彰近 岐阜薬科大学

入江　徹美 熊本大学大学院生命科学研究部

大塚　英昭 安田女子大学薬学部

金井　　求 東京大学大学院

北嶋　　浩 田辺三菱製薬株式会社 創薬本部　薬物動態研究所

篠塚　和正 武庫川女子大学薬学部

竹本　佳司 京都大学大学院薬学研究科

早坂　正孝 奥羽大学薬学部

林　　秀敏 名古屋市立大学大学院薬学研究科

林　　良雄 東京薬科大学薬学部

松田　　正 北海道大学大学院薬学研究院

光本　泰秀 北陸大学薬学部

望月　眞弓 慶應義塾大学薬学部薬学講座

矢野　育子 神戸大学医学部附属病院薬剤部

米持　悦生 星薬科大学薬学部

青木　一真 第一三共株式会社　研究開発本部　創薬化学研究所

平井みどり 兵庫県赤十字血液センター

顧問 髙倉　喜信 京都大学大学院薬学研究科

理事

監事

2021年度 日本薬学会　理事役員名簿

副会頭
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2021 年度⽇本薬学会中国四国⽀部役員（敬称略） 

 
⽀部⻑ 佐野 茂樹 （徳島⼤学⼤学院医⻭薬学研究部） 
副⽀部⻑（次期⽀部⻑） 宇根 瑞穂 （広島国際⼤学薬学部） 
⽀部監事（２名） 瀧⼝ 益史 （広島国際⼤学薬学部） 
 吉⽥ 昌裕 （徳島⽂理⼤学薬学部） 
⽀部幹事（庶務担当） 柏⽥ 良樹 （徳島⼤学⼤学院医⻭薬学研究部） 
（会計担当） ⽥中 直伸 （徳島⼤学⼤学院医⻭薬学研究部） 
〔⼤学関係〕 藤野 裕道 （徳島⼤学⼤学院医⻭薬学研究部） 
 ⼭⽥ 健⼀ （徳島⼤学⼤学院医⻭薬学研究部） 
 ⼩野 敦 （岡⼭⼤学⼤学院医⻭薬学総合研究科） 
 丹⽻ 俊朗 （就実⼤学薬学部） 
 葛原 隆 （徳島⽂理⼤学薬学部） 
 藤島 利江 （徳島⽂理⼤学⾹川薬学部） 
 古武 弥⼀郎 （広島⼤学⼤学院医系科学研究科） 
 福⼭ 亮 （広島国際⼤学薬学部） 
 ⽥村 豊 （福⼭⼤学薬学部） 
 ⽟井 栄治 （松⼭⼤学薬学部） 
 稲垣 昌宣 （安⽥⼥⼦⼤学薬学部） 
〔病院薬剤師会関係〕 直良 浩司 （島根県病院薬剤師会） 
 浅川 隆重 （愛媛県病院薬剤師会） 
 松尾 裕彰 （広島県病院薬剤師会） 
 宮村 充彦 （⾼知県病院薬剤師会） 
〔県薬剤師会関係〕 陶⼭ 千歳 （島根県薬剤師会） 
 古川 清 （愛媛県薬剤師会） 
 豊⾒ 雅⽂ （広島県薬剤師会） 
 ⻄森 康夫 （⾼知県薬剤師会） 
〔企業関係〕 ⾼橋 永 （⼤塚製薬株式会社） 
 ⼭岡 ⼀平 （株式会社⼤塚製薬⼯場） 
 中村 ⽂彦 （⼤鵬薬品⼯業株式会社） 
 猪尾 勝幸 （帝國製薬株式会社） 
 ⽊納 康博 （富⽥製薬株式会社） 
 ⽊下 智彦 （湧永製薬株式会社） 
 岩﨑 ⼤剛 （丸善製薬株式会社） 
⽀部選出⽇本薬学会理事 ⼤塚 英昭 （安⽥⼥⼦⼤学薬学部）（任期２年︓2020, 2021 年度） 
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資料４ 
 

協議事項 

〈2021年度⽇本薬学会中国四国⽀部事業計画〉 
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1.支部事業計画書 

  

支部名：

１  概要

１)支部の活動方針

２)継続的活動

３)新規活動

４)特筆すべき計画

2021年度支部事業計画書

2021年2月1日から2022年1月31日まで

支部長名：

　日本薬学会中国四国支部の2021年度幹事校は徳島大学大学院医歯薬学研究部である。本支部では、これまで培ってきた経験

と実績を活かし、本支部薬学会会員の学術研究活動の向上と会員相互の親睦を図り、薬学の発展に大きく貢献することを目指

す。また、中国四国支部の学術大会は、従来より日本薬剤師会および日本病院薬剤師会との三学会合同で開催しており、薬学会

会員のみならず臨床の場で活躍している現場の薬剤師との貴重な研究、教育における交流の場となっている。今年度もこの強固

な連携体制を維持、継続し、実りある学術大会を実現するべく尽力する。中国四国支部は、高校生が薬学、科学に興味を抱くよ

うに、学術大会において開催地域を中心とした「高校生オープン学会」を開催している。この試みを継承し、今年度以降もその

継続、発展に努める。また、特別講演会を支援して、最先端で高度な薬学、医学研究を展開している先生方の講演を拝聴すると

ともに、交流を深める。さらに、市民講演会を開催し、リカレント教育を推進し、地域の住民の医療、福祉に役立てる。

  支部活動方針に基づき、以下の活動においてそれぞれの目的を達成すべく継続的活動として実施する。

① 日本薬学会・日本薬剤師会・日本病院薬剤師会の三学会支部連携の合同学術大会を今年度も実施し、薬・薬・薬連携のより

一層の強化を図る。

② 中国四国支部において、活発な研究活動を展開している若手研究者に対して支部奨励賞を授与し、今後の学術研究活動の向

上に資する。また、永年にわたり支部活動に貢献された先生に支部功労賞を授与し、その業績を顕彰する。

③ 中国四国支部の薬系大学に所属する学生や大学院生の口頭発表の機会を促すため、発表した学生の中から各大学最大４名ま

で「支部学生発表奨励賞」を決定し、今後の研究活動を奨励する。

④ 薬学領域の研究者の国際交流と研究成果の発表を目的に、外国人研究者招聘による学術講演を支援すると共に、日本人若手

研究者の特別講演会に対しても支援を継続する。

⑤ 地域住民と薬学研究者との交流を図り、リカレント教育を推進し、市民の医療や健康に対する理解を深めるために、わかり

やすい内容の「市民講演会」を開催する。

⑥ 上記活動を円滑に遂行するために、支部総会を年１回、支部役員会を年３回開催する。

⑦ 支部活動の活性化のために、支部例会を２回開催する。（夏期：就実大学薬学部、冬季；福山大学薬学部が当番校）

⑧ 関連学会との連携、協力を推進するために共催、協賛を図る。

葛原　隆

中国四国支部

  中国四国支部は、高校生の薬学に対する興味と理解を深めるための啓蒙活動として、講演会、大学への体験入学、体験実習

等の充実を図り、その手法を工夫していく。

　平成24年度より、支部学術大会を高校生の参加が可能なオープン学会として開放している。さらに、平成24、25年度の支部

学術大会では、高校生セミナーに加え、スーパーサイエンスハイスクールを中心にした地域の高校生を対象とした高校生シンポ

ジウム（口頭発表）及びポスター発表を開催した。平成25年度（愛媛）は愛媛県教育委員会の後援も得て、24年度よりも高校

生の発表演題数を増加させ、優秀発表賞を設けた。平成26年度（広島）は高校生シンポジウム（ポスター発表；優秀発表賞の

表彰あり）とセミナーを開催した。平成27年度（高知）、平成28年度（岡山）、平成29年度(徳島)、平成30年度(鳥取)、令和

元年度(香川)、令和２年度（島根、新型コロナウイルスの影響のためWeb開催）も高校生オープン学会を継続をしており、今後

も継続を予定している。最先端の研究に高校生の科学研究活動を結びつけて薬学の啓蒙を図る。

　今後も支部予算を有効に活用し、また薬局等の御協力を得て中国四国地区のより多くの高校生に向け薬学の魅力をアピール

し、優秀で活力ある若者を薬学部に迎え入れる努力をする。新たな試みとして、本事業を【高校生学会】としてダイナミックに

展開・継続していく。薬学の高度で最先端の研究の魅力を高校生に伝えるために、高校生の参加型の学術討論シンポジウムの企

画など様々な取り組みを実施していく予定である。

　中国四国支部の支部学術大会は、日本薬学会・日本薬剤師会・日本病院薬剤師会による三学会支部の合同学術大会であること

が挙げられる。薬・薬・薬の連携、絆は大変強固である。平成24年度より支部学術大会へ高校生を積極的に招待し、高校生の

薬学に対する啓蒙活動を進めることにより、高校生の理科離れの解消と、理数教育の発展、薬学への興味の増進を目指してい

る。今年度も、県教育委員会の後援を得て、支部地域を中心とした「高校生オープン学会」の中で、高校生による研究発表、ラ

ンチョンセミナーなどを企画している。さらに、「高校生オープン学会」を今後の薬学の成長、発展の基盤に位置づけ、高校生

および高校教諭に薬学研究の魅力をアピールするため、市民へのリカレント教育とともに、高校生の意識の開拓を推し進める。

2021年度支部長就任予定者（氏名、所属、所属所在地、Tel、E-mail）

徳島大学大学院医歯薬学研究部　佐野　茂樹　教授

〒770-8505　徳島市庄町1丁目78番地の1

Tel: 088-633-7273、 E-mail: ssano@tokushima-u.ac.jp
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3 ページ

名称 日時 場所 参加者数

2021年度支部総会 2021.10月 資料をWEB掲載

第144回支部例会 2021.6月 オンライン

第145回支部例会 2022.1月 オンライン

名称 日時 場所 参加者数

第60回支部学術大会
2021.10月

11月

WEB開催

（Live配信、オ

ンデマンド配

信）

約1500～2000人

高校生オープン学会

市民講演会

特別講演会 随時 主催大学所在地等

その他の事業 随時

その他の事業

３ 奨励表彰(名称) 受賞件数 副賞

原則2名 支部役員会で決定

5件以内 支部役員会で決定

各大学から4件以内 図書カード

3件程度 図書カード

４ 会議等の開催

名称 日時 場所

支部役員会（第1回） 2021.6月 メール会議

支部役員会（第2回） 2021.10月 オンライン開催

支部役員会（第3回） 2022.1月 オンライン開催

監査会 2022.1月 調整中

２  支部活動の具体的計画

１ 支部総会等の開催

特記事項

就実大学が担当

福山大学が担当

支部学術大会のオンデマント配信期間中

にWEB上に掲載予定

日本薬学会（徳島大学薬学部担当）、日

本薬剤師会（愛媛県薬剤師会担当）、日

本病院薬剤師会（愛媛県病院薬剤師会担

当）の三学会支部の合同開催

２ 事業

特記事項

中止

中止

開催件数（外国人講演８件、日本人講演２件　程度）

支部で開催される学会部会・研修会等の共催・協賛・後援

（徳島大学と広島国際大学で日程を調整）

対象研究

日本薬学会中国四国支部功労賞 支部活動功労者（支部学術大会懇親会にて顕彰）

日本薬学会中国四国支部奨励労賞 支部若手研究者（支部学術大会懇親会にて表彰）

日本薬学会中国四国支部学生発表奨励賞 学部学生および大学院在学の学生（支部学術大会での研究発表）

特記事項

高校生オープン学会優秀発表賞 高校生オープン学会での研究発表

新旧役員の引き継ぎ、会計業務の監査

支部奨励賞・功労賞を選考

総会議題の確認

（10/29に開催）

（福山大学薬学部で開催の支部例会の前後に開催）

2021 年 10 月 1 日に事業計画書と予算書の修正を薬学会に提出 
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2021 年度中国四国⽀部事業計画及び関連⾏事予定 

 
⽀部学術⼤会 
第 60 回 ⽇本薬学会・⽇本薬剤師会・⽇本病院薬剤師会中国⽀部学術⼤会（愛媛） 

「薬学から臨床への躍動」 ―地域に根ざした愛ある医療をー 
 会期︓ LIVE 配信︓2021 年 10 ⽉ 23 ⽇（⼟）・24 ⽇（⽇） 
 オンデマンド配信期間︓2021 年 11 ⽉ 8 ⽇（⽉）〜21 ⽇（⽇） 
 会場︓WEB 開催 
 ⼤会⻑︓浅川 隆重（愛媛県病院薬剤師会 会⻑・済⽣会⻄条病院） 
 
 
⽀部例会 
（１）第 144 回⽀部例会 

 開催⽇︓ 2021 年 6 ⽉ 12 ⽇（⼟）14:00〜16:00 
 場 所︓ オンライン開催 
 世話⼈︓ 塩⽥ 澄⼦（就実⼤学薬学部） 

 
（２）第 145 回⽀部例会 

 開催⽇︓ 2022 年 1 ⽉ 22 ⽇（⼟）13:55〜16:00 
 場 所︓ オンライン開催 
 世話⼈︓ 井上 敦⼦（福⼭⼤学薬学部） 

 
⽀部役員会 
（１） 第１回⽀部役員会 
 開催⽇︓ 2021 年 6 ⽉ 8 ⽇（⽕）〜6 ⽉ 12 ⽇（⼟） 
 形式︓ メール会議にて実施 

 
（２） 第２回⽀部役員会 
 開催⽇︓ 2021 年 10 ⽉ 29 ⽇（⾦） 11:00〜12:00 

形式︓ オンライン開催 
 

（３） 第 3 回⽀部役員会 
 開催⽇︓ 2021 年 1 ⽉下旬 

形式︓ オンライン形式で開催予定 
 
※次年度⽀部⻑・事務局当番校（広島国際⼤学）との役員引継ぎ会議は 1 ⽉下旬に 
 対⾯形式で実施予定  
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⽀部特別講演会（主催︓⽇本薬学会中国四国⽀部、世話⼈︓⽇本薬学会会員） 
開催実績・予定ともになし（10/27現在） 
 
 

協 賛 
 協賛実績・予定ともになし（10/27現在） 
 
 
その他  

協賛実績・予定ともになし（10/27現在） 
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https://forms.gle/RrMGuEzhkSdD9KHn8

世話人代表 ：福山大学薬学部長 井上 敦子
連絡・問い合わせ先：福山大学薬学部 田村 豊
TEL 084-936-2112-5030 E-mail tamura@fukuyama-u.ac.jp

主催：日本薬学会中国四国支部

2022年

1月22日 土 13:55～16:00
（Zoomによるオンライン開催 参加無料）

開会
挨拶

13:55～14:00

福山大学薬学部 学部長 井上 敦子

講演1 「N-アリール基に着目した高活性カルベン型分子
触媒の創製」

福山大学薬学部 助教 喜屋武 龍二

14:00～14:40 座長：福山大学薬学部 町支 臣成

講演2
14:40～15:20 座長：福山大学薬学部 道原 明宏

「脳出血誘発障害におけるミクログリア分極の役割」
福山大学薬学部 准教授 大西 正俊

参加申込 下記URLからお申し込みください。
2022年1月14日（金）締め切り

講演3
15:20～16:00 座長：福山大学薬学部 前田 頼伸

「抗菌薬適正使用推進を目的とした地域サーベイラ
ンスシステムの構築」

福山大学薬学部 教授 高根 浩

https://forms.gle/RrMGuEzhkSdD9KHn8
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資料５ 
 

協議事項 

〈2022 年度⽇本薬学会中国四国⽀部役員の選出〉 
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2021 年度末に選出すべき 2022 年度の役員（敬称略） 
 
⽀部役員（任期１年） 
 
⽀部⻑ 宇根 瑞穂（広島国際⼤学薬学部） 
副⽀部⻑（次期⽀部⻑） （徳島⽂理⼤学⾹川薬学部） 
⽀部監事（２名） （徳島⼤学薬学部，徳島⽂理⼤学⾹川薬学部） 
⽀部幹事（庶務担当） （広島国際⼤学薬学部） 

（会計担当） （広島国際⼤学薬学部） 
〔⼤学関係〕 広島国際⼤学薬学部（当番校２名） 

 岡⼭⼤学⼤学院医⻭薬学総合研究科 
 就実⼤学薬学部 
 徳島⽂理⼤学薬学部 
 徳島⽂理⼤学⾹川薬学部 
 広島⼤学⼤学院医系科学研究科 
 広島国際⼤学薬学部 
 福⼭⼤学薬学部 
 松⼭⼤学薬学部 
 安⽥⼥⼦⼤学薬学部 
〔病院薬剤部〕 愛媛県病院薬剤師会 
 広島県病院薬剤師会 
 ⾼知県病院薬剤師会 
 岡⼭県病院薬剤師会 
〔県薬剤師会〕 愛媛県薬剤師会 
 広島県薬剤師会 
 ⾼知県薬剤師会 
 岡⼭県薬剤師会 
〔企業関係〕 ⼤塚製薬株式会社 

  株式会社⼤塚製薬⼯場 
  ⼤鵬薬品⼯業株式会社 

 帝國製薬株式会社 
 富⽥製薬株式会社 
 湧永製薬株式会社 
 丸善製薬株式会社 
 
⽀部選出⽇本薬学会理事 徳島⽂理⼤学薬学部（任期２年︓2022，2023年度） 
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⽀部選出⽇本薬学会代議員（敬称略）（2021，2022 年度︓任期２年） 

 
有吉 範⾼ （岡⼭⼤学⼤学院医⻭薬学総合研究科） 
澤⽥ ⼤介 （岡⼭⼤学⼤学院医⻭薬学総合研究科） 
檜垣 和孝 （岡⼭⼤学⼤学院医⻭薬学総合研究科） 
⼭下 敦⼦ （岡⼭⼤学⼤学院医⻭薬学総合研究科） 
好光 健彦 （岡⼭⼤学⼤学院医⻭薬学総合研究科） 
北村 佳久 （就実⼤学薬学部） 
塩⽥ 澄⼦ （就実⼤学薬学部） 
洲﨑 悦⼦ （就実⼤学薬学部） 
森 秀冶 （就実⼤学薬学部） 
⼤髙 章 （徳島⼤学⼤学院医⻭薬学研究部） 
⼩暮 健太朗 （徳島⼤学⼤学院医⻭薬学研究部） 
佐野 茂樹 （徳島⼤学⼤学院医⻭薬学研究部） 
葛原 隆 （徳島⽂理⼤学薬学部） 
吉⽥ 昌裕 （徳島⽂理⼤学薬学部） 
野地 裕美 （徳島⽂理⼤学⾹川薬学部） 
藤島 利江 （徳島⽂理⼤学⾹川薬学部） 
古武 弥⼀郎 （広島⼤学⼤学院医系科学研究科） 
野村 渉 （広島⼤学⼤学院医系科学研究科） 
松尾 裕彰 （広島⼤学病院薬剤部） 
池⽥ 潔 （広島国際⼤学薬学部） 
瀧⼝ 益史 （広島国際⼤学薬学部） 
⼭中 浩泰 （広島国際⼤学薬学部） 
町⽀ ⾂成 （福⼭⼤学薬学部） 
秋⼭ 伸⼆ （松⼭⼤学薬学部） 
天倉 吉章 （松⼭⼤学薬学部） 
⾈橋 達也 （松⼭⼤学薬学部） 
⾚⽊ 玲⼦ （安⽥⼥⼦⼤学薬学部） 
⼤塚 英昭 （安⽥⼥⼦⼤学薬学部） 
⻄ 博⾏ （安⽥⼥⼦⼤学薬学部） 
 

総数29名 
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資料６ 
 

協議事項 

〈2022 年度⽇本薬学会中国四国⽀部事業計画〉 
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支部名：

１  概要

１)支部の活動方針

２)継続的活動

３)新規活動

４)特筆すべき計画

2022年度　事業計画書

2022年2月1日から2023年1月31日まで

支部長名：

中国四国支部

佐 野  茂 樹

　日本薬学会中国四国支部の2022年度幹事校は広島国際大学薬学部である。本支部では、これまで培ってきた経験と実

績を活かし、本支部薬学会会員の学術研究活動の向上と会員相互の親睦を図り、薬学の発展に大きく貢献することを目指

す。また、中国四国支部の学術大会は、従来より日本薬剤師会および日本病院薬剤師会との三学会合同で開催しており、

薬学会会員のみならず臨床の場で活躍している現場の薬剤師との貴重な研究、教育における交流の場となっている。今年

度もこの強固な連携体制を維持、継続し、実りある学術大会を実現するべく尽力する。中国四国支部は、高校生が薬学、

科学に興味を抱くように、学術大会において開催地域を中心とした「高校生オープン学会」を開催している。2021年度

は新型コロナウイルスの影響で「高校生オープン学会」は中止となったが、2022年度以降もその継続、発展に努める。

また、特別講演会を支援して、最先端で高度な薬学、医学研究を展開している先生方の講演を拝聴するとともに、交流を

深める。さらに、市民講演会を開催し、リカレント教育を推進し、地域の住民の医療、福祉に役立てる。

　支部活動方針に基づき、以下の活動においてそれぞれの目的を達成すべく継続的活動として実施する。

① 日本薬学会・日本薬剤師会・日本病院薬剤師会の三学会支部連携の合同学術大会を今年度も実施し、薬・薬・薬連携

のより一層の強化を図る。

② 中国四国支部において、活発な研究活動を展開している若手研究者に対して支部奨励賞を授与し、今後の学術研究活

動の向上に資する。また、永年にわたり支部活動に貢献された先生に支部功労賞を授与し、その業績を顕彰する。

③ 中国四国支部の薬系大学に所属する学生や大学院生の口頭発表の機会を促すため、発表した学生の中から各大学最大

４名まで「支部学生発表奨励賞」を決定し、今後の研究活動を奨励する。

④ 薬学領域の研究者の国際交流と研究成果の発表を目的に、外国人研究者招聘による学術講演を支援すると共に、日本

人若手研究者の特別講演会に対しても支援を継続する。

⑤ 地域住民と薬学研究者との交流を図り、リカレント教育を推進し、市民の医療や健康に対する理解を深めるために、

わかりやすい内容の「市民講演会」を開催する。

⑥ 上記活動を円滑に遂行するために、支部総会を年１回、支部役員会を年３回開催する。

⑦ 支部活動の活性化のために支部例会を２回開催する。（夏期：徳島大学薬学部、冬季；広島国際大学薬学部が当番

校）

⑧ 関連学会との連携、協力を推進するために共催、協賛を図る。

　中国四国支部は、高校生の薬学に対する興味と理解を深めるための啓蒙活動として、講演会、大学への体験入学、体験

実習、オープンキャンパス等の充実を図り、その手法を工夫していく。

　平成24年度より、支部学術大会を高校生の参加が可能なオープン学会として開放している。さらに、平成24、25年度

の支部学術大会では、高校生セミナーに加え、スーパーサイエンスハイスクールを中心にした地域の高校生を対象とした

高校生シンポジウム（口頭発表）及びポスター発表を開催した。平成25年度（愛媛）は愛媛県教育委員会の後援も得て、

平成24年度よりも高校生の発表演題数を増加させ、優秀発表賞を設けた。平成26年度（広島）は高校生シンポジウム

（ポスター発表；優秀発表賞の表彰あり）とセミナーを開催した。平成27年度（高知）、平成28年度（岡山）、平成29

年度(徳島)、平成30年度(鳥取)、令和元年度(香川)、令和２年度（島根、新型コロナウイルスの影響のためWeb開催）も

高校生オープン学会を継続した。令和３年度は新型コロナウイルスの影響で高校生オープン学会は中止となったが、開催

方法を十分に検討し今後も継続して開催することを予定しており、最先端の研究に高校生の科学研究活動を結びつけて薬

学の啓蒙を図る。

　今後も支部予算を有効に活用し、また薬局等の御協力を得て中国四国地区のより多くの高校生に向け薬学の魅力をア

ピールし、優秀で活力ある若者を薬学部に迎え入れる努力をする。新たな試みとして、本事業を【高校生学会】としてダ

イナミックに展開・継続していく。薬学の高度で最先端の研究の魅力を高校生に伝えるために、高校生の参加型の学術討

論シンポジウムの企画など様々な取り組みを実施していく予定である。

　中国四国支部の支部学術大会の特色は、日本薬学会・日本薬剤師会・日本病院薬剤師会による三学会支部の合同学術大

会であることが挙げられる。薬・薬・薬の連携、絆は大変強固である。平成24年度より支部学術大会へ高校生を積極的に

招待し、高校生の薬学に対する啓蒙活動を進めることにより、高校生の理科離れの解消と、理数教育の発展、薬学への興

味の増進を目指している。2022年度も、県教育委員会の後援を得て、支部地域を中心とした「高校生オープン学会」の

中で、高校生による研究発表、ランチョンセミナーなどを企画している。さらに、「高校生オープン学会」を今後の薬学

の成長、発展の基盤に位置づけ、高校生および高校教諭に薬学研究の魅力をアピールするため、市民へのリカレント教育

とともに、高校生の意識の開拓を推し進める。

2022年度支部長就任予定者（氏名、所属、所属所在地、Tel、E-mail）

広島国際大学薬学部　宇根　瑞穂　教授

〒737-0112　呉市広古新開5-1-1

Tel: 0823-73-8943、 E-mail: m-une@hirokoku-u.ac.jp
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名称 日時 場所 参加者数

2022年度支部総会 2022.11 広島市

第146回支部例会 2022.6 徳島市

第147回支部例会 2023.1 呉市

名称 日時 場所 参加者数

高校生オープン学会 2022.11 広島市 約100名

市民講演会 2022.11 広島市

特別講演会 随時 主催大学所在地等

その他の事業 随時

３ 奨励表彰(名称) 受賞件数 副賞

原則2名 選考委員会で決定

5件以内 賞碑

各大学から4件以内 図書カード

3件程度 図書カード

４ 会議等の開催

名称 日時 場所

支部役員会（第1回） 2022.6 徳島市

支部役員会（第2回） 2022.11 広島市

支部役員会（第3回） 2023.1 呉市

監査会 2023.1 呉市

（徳島大学薬学部で開催の支部例会に合わせて開催）

総会議題の確認

（広島市で開催の支部学術大会中に開催）

新旧役員の引き継ぎ

（広島国際大学薬学部で開催の支部例会に合わせて開催）

特記事項
支部奨励賞・功労賞を選考

会計業務の監査

（広島国際大学薬学部で開催の支部例会に合わせて開催）

日本薬学会中国四国支部学生発表奨励賞 学部学生および大学院在学の学生（支部学術大会での研究発表）

高校生オープン学会優秀発表賞 高校生オープン学会での研究発表

対象研究

日本薬学会中国四国支部功労賞 支部活動功労者（支部学術大会懇親会にて顕彰）

日本薬学会中国四国支部奨励労賞 支部若手研究者（支部学術大会懇親会にて表彰）

開催件数（外国人講演８件、日本人講演２件　程度）

支部で開催される学会部会・研修会等の共催・協賛・後援

支部学術大会中に開催

支部学術大会中に開催

日本薬学会（広島国際大学薬学部担

当）、日本薬剤師会（広島県薬剤師

会担当）、日本病院薬剤師会（広島

県病院薬剤師会担当）の三学会支部

の合同開催

２ 事業（オープンキャンパスは支部事業として認められませんので記載の必要はございません。）

特記事項

第61回支部学術

大会
2022.11 広島市 約1500～2000人

特記事項

支部学術大会中に開催予定

徳島大学薬学部が担当

広島国際大学薬学部が担当

２  支部活動の具体的計画

１ 支部総会等の開催
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資料７ 
 

協議事項 

〈2022 年度⽇本薬学会中国四国⽀部収⽀予算書〉 
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（単位：円）

収入の部

名 称 内 訳

企業広告 150,000 150,000 

その他 - 

頒布収益 印税・頒布代 - 

会員 - 

学生会員 - 

非会員 - 

民間補助金 - 

国庫補助金 - 

地方公共団体補助金 - 

民間助成金 - 

受取寄附金 - - 

受取利息 預金等利息 - 

その他雑収益 その他 - 

- - 150,000 - - - - - - - - 150,000 

（単位：円）

支出の部

名 称 内 訳

アルバイト料 14,000 16,000 30,000 

通勤手当 - 

会議費 - 60,000 60,000 

表彰品 6,000 120,000 126,000 

副賞金 30,000 80,000 110,000 

郵便 10,000 3,000 3,000 16,000 

宅配便 10,000 6,000 5,000 21,000 

事務用品 7,000 4,000 5,000 16,000 

什器備品 - 

試験法補助 - 

その他 - 

修繕維持費 保守・維持 - 

諸印刷 192,000 192,000 

コピー使用料 - 

会場費 600,000 30,000 630,000 

事務室 - 

保険料 - - 

講演謝礼金 230,000 40,000 40,000 310,000 

原稿料 - 

交通費 130,000 130,000 

宿泊費 - 

その他 55,000 5,000 6,000 66,000 

振込手数料 1,000 7,000 7,000 2,000 3,000 20,000 

送達経費 7,000 7,000 

その他 - 

業務委託費 - - 

雑費 - 195,000 195,000 

601,000 292,000 646,000 200,000 - 107,000 83,000 - - - - 1,929,000 

-601,000 -292,000 -496,000 -200,000 - -107,000 -83,000 - - - - -1,779,000 

≪ 懇 親 会 収 支 ≫

受取懇親会参加登録料 (収入)④ 120,000 120,000 

懇親会開催費 (支出)⑤ 120,000 120,000 

- - - - - - - - - - - - 

601,000 292,000 496,000 200,000 107,000 83,000 1,779,000 

- - - - - - - - - - - - 

印刷製本費

収 支 差 額 ⑥ （ ④ - ⑤ ）

交 付 金 ⑦

収 支 差 額 ⑧ （ ③ ＋ ⑥ ＋ ⑦ ）

支 出 合 計 ②

収 支 差 額 ③ （ ① - ② ）

賃借料

謝礼金

支払手数料

通信運搬費

消耗品費

受取参加登録料

受取広告料

科 目

収 入 合 計 ①

雑給

表彰費

受取補助金・助成金

合計支部大会 特別講演会

高校生オー

プン学会・

市民講演会

総会・例会 支部役員会 世話人会

会員
会員・学生

若手会員

一般市民・

高校生

会員・学生

若手会員

事 業 部 門 管 理 部 門

学術集会 委員会

その他管理

会員・役員 役員 世話人

委員会奨励表彰

科 目
会員

会員・学生

若手会員

一般市民・

高校生

世話人会

役員 世話人会員・役員

委員会

2022年度　日本薬学会中国四国支部　収支予算書

支部大会 特別講演会

高校生オー

プン学会・

市民講演会

総会・例会

2022年2月1日から2023年1月31日まで

事 業 部 門 管 理 部 門

支部総会等の開催・事業・奨励表彰 会議等の開催

その他管理 合計支部役員会奨励表彰

会員・学生

若手会員
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※管理部門で、委員会等の開催日が決定しているときには開催日をご記載ください。

収入の部 （単位：円）

名 称 内 訳

企業広告

その他

頒布収益 印税・頒布代

会員

学生会員

非会員

民間補助金

国庫補助金

地方公共団体補助金

民間助成金

受取寄附金 -

受取利息 預金等利息

その他雑収益 その他

- 

支出の部 （単位：円）

名 称 内 訳

アルバイト料

通勤手当

会議費 -

表彰品

副賞金

郵便

宅配便

事務用品

什器備品

試験法補助

その他

修繕維持費 保守・維持

諸印刷

コピー使用料

会場費 600,000 

広島国際会議場　ホール、会議室

・11/4（金）9:00～21:00 → 1,486,580円

・11/5（土）7:00～21:00 → 1,753,140円

・11/6（日）7:00～21:00 → 1,753,140円

合計4,992,860円の一部に充当する

事務室

バス代

保険料 -

講演謝礼金

原稿料

交通費

宿泊費

その他

振込手数料 1,000 振込手数料770円

送達経費

その他

業務委託費 -

雑費 -

601,000 

-601,000 

≪ 懇 親 会 収 支 ≫

受取懇親会参加登録料 (収入)④

懇親会開催費 (支出)⑤

- 

601,000 日本薬学会より交付金

-            

支 出 合 計 ②

収 支 差 額 ③ （ ① - ② ）

収 支 差 額 ⑥ （ ④ - ⑤ ）

交 付 金 ⑦

収 支 差 額 ⑧ （ ③ ＋ ⑥ ＋ ⑦ ）

支払手数料

科 目
金 額 予算算出根拠

雑給

表彰費

通信運搬費

消耗品費

印刷製本費

賃借料

謝礼金

受取広告料

受取参加登録料

受取補助金・助成金

収 入 合 計 ①

第61回支部学術大会　収支予算書

開催日：　2022年11月

科 目
金 額 予算算出根拠
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※管理部門で、委員会等の開催日が決定しているときには開催日をご記載ください。

収入の部 （単位：円）

名 称 内 訳

企業広告

その他

頒布収益 印税・頒布代

会員

学生会員

非会員

民間補助金

国庫補助金

地方公共団体補助金

民間助成金

受取寄附金 -

受取利息 預金等利息

その他雑収益 その他

- 

支出の部 （単位：円）

名 称 内 訳

アルバイト料

通勤手当

会議費 -

表彰品

副賞金

郵便

宅配便

事務用品

什器備品

試験法補助

その他

修繕維持費 保守・維持

諸印刷

コピー使用料

会場費

事務室

バス代

保険料 -

講演謝礼金 230,000 
20,000円×10名＝200,000円（海外在住演者）＋15,000円×2名＝

30,000円（国内在住演者）

原稿料

交通費

宿泊費

その他 55,000 源泉税5,131円×10名＝51,310円、源泉税1,705円×2名＝3,410円

振込手数料 7,000 振り込み手数料550円×12名＝6,600円

送達経費

その他

業務委託費 -

雑費 -

292,000 

-292,000 

≪ 懇 親 会 収 支 ≫

受取懇親会参加登録料 (収入)④

懇親会開催費 (支出)⑤

- 

292,000 日本薬学会より交付金

-            

支 出 合 計 ②

収 支 差 額 ③ （ ① - ② ）

収 支 差 額 ⑥ （ ④ - ⑤ ）

交 付 金 ⑦

収 支 差 額 ⑧ （ ③ ＋ ⑥ ＋ ⑦ ）

支払手数料

科 目
金 額 予算算出根拠

雑給

表彰費

通信運搬費

消耗品費

印刷製本費

賃借料

謝礼金

受取広告料

受取参加登録料

受取補助金・助成金

収 入 合 計 ①

特別講演会　収支予算書

開催日：　随時

科 目
金 額 予算算出根拠
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※管理部門で、委員会等の開催日が決定しているときには開催日をご記載ください。

収入の部 （単位：円）

名 称 内 訳

企業広告 150,000 要旨集広告掲載料15万

その他

頒布収益 印税・頒布代

会員

学生会員

非会員

民間補助金

国庫補助金

地方公共団体補助金

民間助成金

受取寄附金 -

受取利息 預金等利息

その他雑収益 その他

150,000 

支出の部 （単位：円）

名 称 内 訳

アルバイト料 14,000 時給930円×7時間×1日×2名

通勤手当

会議費 -

表彰品 6,000 賞状150円×40名分

副賞金 30,000 優秀賞(図書カード)10,000円×1名、5,000円ｘ2名、参加賞(図書ｶｰﾄﾞ)1,000円*10校

郵便 10,000 演者への書類送付、趣意書・請求書の送付

宅配便 10,000 ﾁﾗｼ・ﾎﾟｽﾀｰ発送

事務用品 7,000 ｺﾋﾟｰ用紙、封筒代、ﾌｧｲﾙ代　等

什器備品

試験法補助

その他

修繕維持費 保守・維持

諸印刷 192,000 ﾎﾟｽﾀｰ800枚、要旨集80部

コピー使用料

会場費

事務室

バス代

保険料 -

講演謝礼金 40,000 20,000円×2名

原稿料

交通費 130,000 高校生・引率教員および講演者

宿泊費

その他 5,000 源泉税2,274円x2, 4,548円

振込手数料 7,000 

送達経費

その他

業務委託費 -

雑費 - 195,000 高校生弁当代（お茶代込み）1,500円×100名、ホームページ作成代 45,000円

646,000 

-496,000 

≪ 懇 親 会 収 支 ≫

受取懇親会参加登録料 (収入)④

懇親会開催費 (支出)⑤

- 

496,000 日本薬学会より交付金

-            

支 出 合 計 ②

収 支 差 額 ③ （ ① - ② ）

収 支 差 額 ⑥ （ ④ - ⑤ ）

交 付 金 ⑦

収 支 差 額 ⑧ （ ③ ＋ ⑥ ＋ ⑦ ）

支払手数料

科 目
金 額 予算算出根拠

雑給

表彰費

通信運搬費

消耗品費

印刷製本費

賃借料

謝礼金

受取広告料

受取参加登録料

受取補助金・助成金

収 入 合 計 ①

高校生オープン学会・市民講演会　収支予算書

開催日：　2022年11月

科 目
金 額 予算算出根拠
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※管理部門で、委員会等の開催日が決定しているときには開催日をご記載ください。

収入の部 （単位：円）

名 称 内 訳

企業広告

その他

頒布収益 印税・頒布代

会員

学生会員

非会員

民間補助金

国庫補助金

地方公共団体補助金

民間助成金

受取寄附金 -

受取利息 預金等利息

その他雑収益 その他

- 

支出の部 （単位：円）

名 称 内 訳

アルバイト料

通勤手当

会議費 -

表彰品 120,000 

功労賞、奨励賞（7名×賞状150円）

賞状ファイル（7名×800円）

功労賞記念品（2名×30,000円）

奨励賞　賞碑氏名彫刻（5名×3,000円）

学生発表奨励賞（40名×賞状150円）

賞状ファイル（40名×800円）

副賞金 80,000 学生発表奨励賞 図書カード2,000円×40名

郵便

宅配便

事務用品

什器備品

試験法補助

その他

修繕維持費 保守・維持

諸印刷

コピー使用料

会場費

事務室

バス代

保険料 -

講演謝礼金

原稿料

交通費

宿泊費

その他

振込手数料

送達経費

その他

業務委託費 -

雑費 -

200,000 

-200,000 

≪ 懇 親 会 収 支 ≫

受取懇親会参加登録料 (収入)④

懇親会開催費 (支出)⑤

- 

200,000 日本薬学会より交付金

-            

支 出 合 計 ②

収 支 差 額 ③ （ ① - ② ）

収 支 差 額 ⑥ （ ④ - ⑤ ）

交 付 金 ⑦

収 支 差 額 ⑧ （ ③ ＋ ⑥ ＋ ⑦ ）

支払手数料

科 目
金 額 予算算出根拠

雑給

表彰費

通信運搬費

消耗品費

印刷製本費

賃借料

謝礼金

受取広告料

受取参加登録料

受取補助金・助成金

収 入 合 計 ①

奨励表彰　収支予算書

開催日：功労賞・奨励賞　2022年11月

学生奨励賞　2023年1月

科 目
金 額 予算算出根拠
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※管理部門で、委員会等の開催日が決定しているときには開催日をご記載ください。

収入の部 （単位：円）

名 称 内 訳

企業広告

その他

頒布収益 印税・頒布代

会員

学生会員

非会員

民間補助金

国庫補助金

地方公共団体補助金

民間助成金

受取寄附金 -

受取利息 預金等利息

その他雑収益 その他

- 

支出の部 （単位：円）

名 称 内 訳

アルバイト料 8,000 時給930円×4時間×1日×2名

通勤手当

会議費 -

表彰品

副賞金

郵便 1,000 

宅配便 2,000 

事務用品 1,000 ｺﾋﾟｰ用紙、封筒代、ﾌｧｲﾙ代　等

什器備品

試験法補助

その他

修繕維持費 保守・維持

諸印刷

コピー使用料

会場費 15,000 会議室1h3,000円×5時間×1日　

事務室

バス代

保険料 -

講演謝礼金 20,000 20,000円×1名

原稿料

交通費

宿泊費

その他 3,000 源泉税2,274円

振込手数料 1,000 振り込み手数料550円

送達経費

その他

業務委託費 -

雑費 -

51,000 

-51,000 

≪ 懇 親 会 収 支 ≫

受取懇親会参加登録料 (収入)④ 60,000 【当日】20名×3,000円×1回

懇親会開催費 (支出)⑤ 60,000 【当日】20名×3,000円×1回

- 

51,000 日本薬学会より交付金

-            

支 出 合 計 ②

収 支 差 額 ③ （ ① - ② ）

収 支 差 額 ⑥ （ ④ - ⑤ ）

交 付 金 ⑦

収 支 差 額 ⑧ （ ③ ＋ ⑥ ＋ ⑦ ）

支払手数料

科 目
金 額 予算算出根拠

雑給

表彰費

通信運搬費

消耗品費

印刷製本費

賃借料

謝礼金

受取広告料

受取参加登録料

受取補助金・助成金

収 入 合 計 ①

第146回支部例会　収支予算書

開催日：　2022年6月 （徳島大学）

科 目
金 額 予算算出根拠
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※管理部門で、委員会等の開催日が決定しているときには開催日をご記載ください。

収入の部 （単位：円）

名 称 内 訳

企業広告

その他

頒布収益 印税・頒布代

会員

学生会員

非会員

民間補助金

国庫補助金

地方公共団体補助金

民間助成金

受取寄附金 -

受取利息 預金等利息

その他雑収益 その他

- 

支出の部 （単位：円）

名 称 内 訳

アルバイト料 8,000 時給930円×4時間×1日×2名

通勤手当

会議費 -

表彰品

副賞金

郵便 1,000 

宅配便 2,000 

事務用品 1,000 ｺﾋﾟｰ用紙、封筒代、ﾌｧｲﾙ代　等

什器備品

試験法補助

その他

修繕維持費 保守・維持

諸印刷

コピー使用料

会場費 15,000 会議室1h3,000円×5時間×1日　

事務室

バス代

保険料 -

講演謝礼金 20,000 20,000円×1名

原稿料

交通費

宿泊費

その他 3,000 源泉税2,274円

振込手数料 1,000 振り込み手数料550円

送達経費

その他

業務委託費 -

雑費 -

51,000 

-51,000 

≪ 懇 親 会 収 支 ≫

受取懇親会参加登録料 (収入)④ 60,000 【当日】20名×3,000円×1回

懇親会開催費 (支出)⑤ 60,000 【当日】20名×3,000円×1回

- 

51,000 日本薬学会より交付金

-            

支 出 合 計 ②

収 支 差 額 ③ （ ① - ② ）

収 支 差 額 ⑥ （ ④ - ⑤ ）

交 付 金 ⑦

収 支 差 額 ⑧ （ ③ ＋ ⑥ ＋ ⑦ ）

支払手数料

科 目
金 額 予算算出根拠

雑給

表彰費

通信運搬費

消耗品費

印刷製本費

賃借料

謝礼金

受取広告料

受取参加登録料

受取補助金・助成金

収 入 合 計 ①

第147回支部例会　収支予算書

開催日：　2023年1月 （広島国際大学）

科 目
金 額 予算算出根拠
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※管理部門で、委員会等の開催日が決定しているときには開催日をご記載ください。

収入の部 （単位：円）

名 称 内 訳

企業広告

その他

頒布収益 印税・頒布代

会員

学生会員

非会員

民間補助金

国庫補助金

地方公共団体補助金

民間助成金

受取寄附金 -

受取利息 預金等利息

その他雑収益 その他

- 

支出の部 （単位：円）

名 称 内 訳

アルバイト料

通勤手当

会議費 -

表彰品

副賞金

郵便 1,000 

宅配便 2,000 

事務用品 2,000 ｺﾋﾟｰ用紙、封筒代、ﾌｧｲﾙ代　等

什器備品

試験法補助

その他

修繕維持費 保守・維持

諸印刷

コピー使用料

会場費

事務室

バス代

保険料 -

講演謝礼金

原稿料

交通費

宿泊費

その他

振込手数料

送達経費

その他

業務委託費 -

雑費 -

5,000 

-5,000 

≪ 懇 親 会 収 支 ≫

受取懇親会参加登録料 (収入)④

懇親会開催費 (支出)⑤

- 

5,000 

-            

予算算出根拠

雑給

受取広告料

受取参加登録料

収 入 合 計 ①

科 目
金 額

受取補助金・助成金

支部総会　収支予算書

開催日：　2022年11日

科 目
金 額 予算算出根拠

謝礼金

支払手数料

支 出 合 計 ②

収 支 差 額 ⑧ （ ③ ＋ ⑥ ＋ ⑦ ）

表彰費

通信運搬費

消耗品費

印刷製本費

収 支 差 額 ③ （ ① - ② ）

交 付 金 ⑦

収 支 差 額 ⑥ （ ④ - ⑤ ）

賃借料
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※管理部門で、委員会等の開催日が決定しているときには開催日をご記載ください。

収入の部 （単位：円）

名 称 内 訳

企業広告

その他

頒布収益 印税・頒布代

会員

学生会員

非会員

民間補助金

国庫補助金

地方公共団体補助金

民間助成金

受取寄附金 -

受取利息 預金等利息

その他雑収益 その他

- 

支出の部 （単位：円）

名 称 内 訳

アルバイト料

通勤手当

会議費 - 60,000 
引き継ぎ：委員旅費\59,280（広島国際大学⇔徳島文理大学香川校、

19,760円×3名）

表彰品

副賞金

郵便 3,000 資料の送付

宅配便 5,000 資料の送付

事務用品 5,000 ｺﾋﾟｰ用紙、封筒代、ﾌｧｲﾙ代　

什器備品

試験法補助

その他

修繕維持費 保守・維持

諸印刷

コピー使用料

会場費

事務室

バス代

保険料 -

講演謝礼金

原稿料

交通費

宿泊費

その他

振込手数料 3,000 振り込み手数料550円×4名＝2,200円

送達経費 7,000 残高確認証明書、研修シール　等

その他

業務委託費 -

雑費 -

83,000 

-83,000 

≪ 懇 親 会 収 支 ≫

受取懇親会参加登録料 (収入)④

懇親会開催費 (支出)⑤

- 

83,000 日本薬学会より交付金

-            

支 出 合 計 ②

収 支 差 額 ③ （ ① - ② ）

収 支 差 額 ⑥ （ ④ - ⑤ ）

交 付 金 ⑦

収 支 差 額 ⑧ （ ③ ＋ ⑥ ＋ ⑦ ）

支払手数料

科 目
金 額 予算算出根拠

雑給

表彰費

通信運搬費

消耗品費

印刷製本費

賃借料

謝礼金

受取広告料

受取参加登録料

受取補助金・助成金

収 入 合 計 ①

支部役員会　収支予算書

開催日：　第一回役員会　2022年6月

　　　　　 第二回役員会　2022年10月

　　　　　第三回役員会　2023年1月

科 目
金 額 予算算出根拠
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資料８ 
 

協議事項 

〈2022 年度 ⽇本薬学会･⽇本薬剤師会･⽇本病院薬剤師会

中国四国⽀部学術⼤会開催 (広島) について〉 
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第 61 回⽇本薬学会・⽇本薬剤師会・⽇本病院薬剤師会 中国四国⽀部学術⼤会 

 

会期︓2022 年 11 ⽉ 5 ⽇（⼟）、6 ⽇（⽇） 

学術⼤会会場︓広島国際会議場（広島市） 

担当︓広島国際⼤学、広島県薬剤師会、広島県病院薬剤師会 

⼤会実⾏委員⻑︓松尾裕彰（広島県病院薬剤師会会⻑、広島⼤学病院 教授・薬剤部⻑） 

事務局︓広島⼤学病院薬剤部内 

住所︓〒734-8551 広島市南区霞 1-2-3 

TEL︓082－257－5579 

FAX︓082－257－5598 
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資料９ 
 

報告事項 

〈2021 年度 ⽀部功労賞･奨励賞の選考結果について〉  
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2021 年度 ⽇本薬学会中国四国⽀部 功労賞・奨励賞 受賞者 

2021 年 6 ⽉ 14 ⽇決定 

 

功労賞 
 

⽒名 所属・職位 

⿊﨑 勇⼆ 岡⼭⼤学⼤学院医⻭薬学総合研究科・教授 

千堂 年昭 就実⼤学薬学部・特任教授 

福⼭ 愛保 徳島⽂理⼤学薬学部・教授 

 
 
 
奨励賞 
 

⽒名 所属・職位 

松岡 浩史  福⼭⼤学薬学部・准教授  

平尾 雅代  広島国際⼤学薬学部・特任助教  

⽥⺟神 淳 松⼭⼤学薬学部・准教授 

常⾵ 興平 ⾼知⼤学医学部附属病院・副薬剤部⻑ 

 


